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論文の内容の要旨
人間の発話の音声処理の研究が30年以上の歴史を持つのに対し、環境音や生活場面の音声等、予め定義
可能なデータモデルを持たない音響信号についての研究がここ数年盛んになってきている。本論文は、後者
の音響信号を対象とした特徴抽出手法について述べているO 従来の人間の発話の音声処理が、スペクトログ
ラムの強度のみに注目していたのに対し、提案する特徴抽出方法の特徴は、強度に加えて、位相情報と、局
所自己棺関特徴により計算した短い時間区間での遷移情報を扱うことであり、 FLACと名づけている。この
FLAC手法を、生活場面の音声からの健康に関する音声(例:咳)の抽出、母音の識別、腕音の異常検知、
スポーツ実況音声からのハイライトシーン(例:ゴール)の抽出、の4つの応用に適用し、それぞれにおい
て従来手法を上回る結果をあげた。次にFLACにおける位棺情報の抽出アルゴリズムを改良したFPLACを
開発し、これを電話音声から、会話部分のみを取り出す問題に適用し、これにおいても従来の規格手法をし
のぐ成果をあげた。以上5つは音響信号の特徴抽出であるが、この手法を多チャンネルの時系列信号の特徴
抽出用に拡張し、 m岨FLACと呼ぶ手法を開発した。このm-FLACを2チャンネルの心電図信号に適用し、
ECG信号の異常検知精度において従来の手法を上回ることができたD
審査の結果の要旨
本研究は、従来の人間の音声情報処理技術では解析しきれなかった、環境音、生活場面、あるいは工場で
の音響信号の特徴抽出のためにFLAC手法等を開発し、 5つの応用に適用してその有効性を実証した。適用
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した応用例は実用性が高いが、特に電話通話からの発話部分の認識はスマートフォンの消費電力低減にも寄
与するものである。さらに音響信号の範鴎を超えて、多チャンネルの時系列信号からの異常検知手法も開発
し、その効果を確認している。時系列信号での応用は心電国波形での実証に留まるが、開発した手法の波及
効果、応用の広さについては相当の展開が期待できる。センサー技術やクラウド技術の進歩によって大量の
センサーデータを取得・管理することが近年可能になったものの、そのような大量データから、異常通報な
ど、真に有用な情報を抽出する手法は確立されているとは言えず、例えば製造業での装置の異常は熟練者の
五感に頼っているのが現状である。心電図以外にも適用例を増やし、本手法の有用性の実証をさらに進める
ことを期待する。
平成 24年2月3日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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